
 

利根川サブ流域における洪水流出特性の貯留関数適用に関する要望 

 

                                谷 誠・窪田順平 

はじめに 

 モデルの適用にあたっては、利根川本流域を構成する各分割流域のハイドログラフを求め、こ

れらを基に河川での波形変換を行って八斗島地点の洪水を予測するのであるから，上流域でまっ

たく合わないなら，妥当な予測と言い難いので，点検を行う必要がある．まず，有効降雤の分離，

次に，波形変換パラメータ(K，P，Tl）の決定になる．点検手順を説明する．国交省は，貯留関

数法による流出解析において，この結果をご留意の上作業されるよう要望する．なお，有効降雤

分離と波形変換に対する流域の自然貯留が果たす役割の差異に関しては，谷(2011)に詳述してい

るので参照されたい． 

 国交省は，貯留関数法による流出解析において，この源流域での特性をご留意の上作業される

よう要望する．  

 

宝川試験地データでの解析 

 利根川源流域の有効降雤の分離解析のてがかりとして，（独）森林総合研究所の宝川森林理水

試験地本流流域での解析を行った．同研究所からは，1938～90年の宝川流域下流端量水水路地点

の基地降水量と流出量が公表されている（農林省林業試験場，1961；宝川試験地・防災部理水第

１研究室，1979；藤枝・志水，1994）のでこれを利用した．また，1947 年から 53 年に行われた

流域内の雤量の調査結果を用いたが、筆者の一人である谷が森林総合研究所在職中に発表した

Tani(1996)で用いたものである．すなわち，流域内で 20カ所以上の地点で，約 5～30日毎の総雤

量が実測されている．高精度の流域平均降雤量を用いることができるので，解析の基準なると考

えた．解析詳細は別途まとめた（谷・窪田，2011）が，結果の要点は下記の通りである． 

1) 流域平均降雤の推定精度が高い 1947～53 年を対象とした場合，降雤総量が 40mm を超える

と降雤の約 2/3が有効降雤になる良い関係が認められた（図１左上図）． 

2) 現行モデルにおける手法，「飽和雤量までは一次流出率 0.5，それより大きい場合は流出率が

１とする関係」を用いると，一次流出率で洪水総量のほとんどが説明されるが，流域下流端での

降雤量だけで求めると，飽和雤量の値が 150mm になった．降雤観測精度が飽和雤量推定に対し

て大きな影響を与えることが明らかになった． 

5) 出水前の流域の乾燥湿潤状態が有効降雤に及ぼす影響は小さかった． 

6）1938年～90年の長期間において，融雪影響の終わった 8～10月の流出量には変化が認められ，

森林が部分的に伐採された場合に蒸発散量が減少して流出量がやや大きくなったが，気温変動な

どの影響もかかわり，植生変化の影響が際だつとは言えなかった． 

7) 上記長期間では，下流端降雤量しか使えないためばらつきが大きいが，降雤の有効降雤への

配分に関する特性には変化が認められなかった． 

 

有効降雤の算定 

 以上をふまえて，利根川源流域９カ所の山岳サブ流域において，国交省の提供されたデータ（第

３回分科会別添資料３）により，図１のように降雤総量と洪水流出総量の関係を解析した．花崗

岩類と第三紀火山岩類主体の地点が多く，中古生層，第四紀火山岩類のデータが一カ所ずつしか

なかったが，宝川のように多数の雤量計がないにもかかわらず，関係はほぼ直線で近似できた．



また，志水(1980)や虫明(1981)の指摘のとおり地質の影響が顕著であった．花崗岩・第三紀火山

岩では，宝川とほぼ同じ傾向であり，洪水総量は中古生層で大きく，第四紀火山岩類で小さかっ

た． 

 以上のことから，サブ流域の有効降雤の算定には，降雤精度に配慮しながら，地質によって異

なる傾向をふまえていただきたい． 

 

波形変換パラメータ推定 

 前節において，山岳減流域における有効降雤分離が合理的に行える精度をきちんと持っている

ことを説明したが，貯留関数法における有効降雤波形の流出波形への変換にあたっても，図１作

成の基になっている各サブ流域の時間データによって検討いただき，その結果を確認させて頂き

たい．すなわち， K，P，Tl のパラメータが，精度の良い源流域における大出水例を再現できる

ならば，その予測は信憑性の高いものとなるからである． 

 

おわりに 

 洪水流出特性の貯留関数適用にあたって，サブ流域のデータを対象とし，有効降雤分離と波形

変換パラメータ推定を，以上の方針をふまえて実施されるように要望する． 
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図 1 利根川源流山岳流域における，ひと雨の降雨総量（横軸）と洪水総量（縦軸）の関係                         

              単位 mm          国土交通省第３回分科会別添資料３による 

    なお，黒い点線は，宝川（左上図）における回帰直線．各プロットは，主たる地質で色の区分を  

    している．また，各図の色つき直線は，それぞれの回帰直線を，地質の横の数字は，回帰直線 

    の勾配と横軸の切片（mｍ）を示す． 


